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本研究では， (1)新たに開発した検査法(パレイドリアテスト)を用いて DLB 患者からパレイド
リアを誘発することができるかどうか， (2) パレイドリアテストが幻視の代用尺度となり得るか
どうかについて検討した.
DLB 患者 34 名，アルツハイマー病 (AD) 患者 34 名，健常者 26 名に対し画像刺激の叙述課
題であるパレイドリアテストを施行した.パレイドリア反応数は AD 群に比して DLB 群で多か
った.パレイドリア反応数を用いた receiver operating characteristic (ROC) 解析の結果，感度
100%，特異度 88%で DLB と AD の鑑別が可能で、あった.パレイドリアの内容は人物や動物の
全体像や顔が全体の 80%以上を占め，これらは刺激画像の細部や背景に多く認められた.パレ
イドリアは幻視を伴う DLB 患者だけでなく，幻視を伴わない DLB 患者においても認められた.
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ることができるかどうか， (2) パレイドリアテストが幻視の代用尺度となり得るかどうかについて検討した.
DLB 患者 34 名，アルツハイマー病 (AD) 患者 34 名，健常者 26 名に対し画像刺激の叙述課題であるパレ
イドリアテストを施行した.パレイドリア反応数はAD 群に比して DLB 群で多かった.パレイドリア反応数
を用いた receiver operating char瀋teristic (ROC) 解析の結果，感度 100%，特異度 88%で DLB と AD の鑑
別が可能であった.パレイドリアの内容は人物や動物の全体像や顔が全体の 80%以上を占め，これらは刺激
画像の細部や背景に多く認められた.パレイドリアは幻視を伴う DLB 患者だけでなく，幻視を伴わない DLB
患者においても認められた. ドネペジルを投与している DLB 患者と投与していない DLB 患者に分けて解析
を行ったところ，ドネペジル投与群ではパレイドリア反応数は視知覚検査成績と負の相関を示し，非投与群に
おいては幻視および誤認妄想の指標と正の相関を示した.
本研究では，単純な画像叙述課題を用いることで DLB 患者からパレイドリアを誘発可能であることが示さ
れた. DLB 患者におけるパレイドリアの内容は人や動物が多く，現象学的に幻視と類似していたパレイド
リアは幻視を伴わない DLB患者においても認められたことから，パレイドリアは幻視を反映するだけでなく，
幻視の前駆状態もしくは幻視を発症しやすい状態も反映する可能性が考えられた.新たに開発したパレイドリ
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アテストは，幻視を定量することを可能にし，認知症性疾患の鑑別診断や，治療効果の判定に有用である可能
性が示唆された.ドネペジル投与群および非投与群の解析から，視知覚障害に加え，コリン系神経伝達の異常
による注意や覚醒の障害が DLB の幻視とパレイドリア発現に関与することが示唆された.
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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